
 
様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 
平成 21 年  4 月 30 日 現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要： 

本研究により，大規模な映像アーカイブ中の大量の映像から，利用者が編集して映像再編集

に用いるための素材を効率的に提示する手法が確立された．具体的には，提案手法に基づく映

像閲覧・編集インタフェースにより，映像素材を収集するために必要な映像の閲覧時間を最悪

でも 11%に圧縮できることが示された． 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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１．研究開始当初の背景 

近年，データ蓄積装置の低廉化に伴い，大量

の放送映像を蓄積できるようになった．申請

者は国立情報学研究所において，1,000 時間

規模の放送映像アーカイブの構築に取り組

んできた．このように大規模な放送映像アー

カイブの構築が現実のものとなった一方で，

当時は利用者がアーカイブから必要な知識

を引き出す技術や，それを効率的に閲覧する

ための技術は未成熟であった． 

 

２．研究の目的 

放送映像は膨大な量の資料映像等を人手で

編集したものであるが，大規模に蓄積された
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アーカイブは，逆に膨大な量の素材映像の断

片の集合ともみなせる．このような考え方に

基づき，本研究では，大量に蓄積された放送

映像を意味的な単位に分割することで素材

映像断片を作成し，その後改めて利用者の意

図に合わせた映像を動的に再編集する手法

を確立することを目指した． 

 

３．研究の方法 

素材として，毎日放送される特定のニュー

ス番組の映像を用い，これをストーリ単位に

分割する．次にストーリ間の意味的関連と時

系列的な前後関係を考慮した「スレッド構

造」という順序グラフ構造を構築する（図 1）． 

 

次に，この構造に基づく映像閲覧・編集イ

ンタフェース mediaWalker（図 2）により，

利用者が指定した任意ニュースストーリ間

のパス上の映像，あるいは直接指定した映像

を再生，プレイリスト出力できるようにする

（図 3）． 

以上の一連の機能により，利用者が指定し

たニューストピックについて，その時間的変

遷に基づいて，編集したい映像の素材を取捨 

選択できるようにする． 

 

４．研究成果 

本研究により，大規模な映像アーカイブ中

の大量の映像から，利用者が編集して映像再

編集に用いるための素材を効率的に提示す

る手法が確立された． 

評価実験の結果，映像素材を収集するため

に必要な映像の閲覧時間を最悪でも 11%に圧

縮できることが示され，提案手法により，こ

の作業が大幅に効率化されることを示した． 

図 1：ニュースの時系列的な変遷を表現するトピックスレッド構造 
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(b ) トピッククラ ス タ単 位 で 見 たス レッド構 造

(a) ス トーリ単 位 で 見 たトピックス レッド構 造
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図 2：mediaWalker インタフェース 

図 3：利用者が指定した任意のストーリ間

のプレイリスト出力 

始
点

チェック

終
点

再 生 経 路

プレイリスト
(1)

(4)

(6)



この成果は国内で学術論文，国外では多数

の査読付き会議論文として公表された．また，

本研究の内容につき，国内外で関心を集め，

国内外の学術会議や国外の学術機関におい

て複数の講演を依頼された． 

今後は，利用者が指定しなくても，実世界

に存在するウェブ上の記述などをシナリオ

ととらえた自動再編集手法を検討していく

予定である． 
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